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放射線作業計画の策定や線量低減結果の確認を効果的に行うために、線量測定が可能なマルチコプター

(RISER)の導入を進めている。福島第一原子力発電所（以下、１F）における適用性試験結果の内容につい

て報告する。 
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1. 背景と目的 

１Ｆで求められる放射線測定とは、被ばく低減対策を含む工事計画策定、除染などの工事成果確認に貢

献する事である。１F では高線量による被ばくのため人では測定出来ないエリアや瓦礫等により足場が悪く

行くことも出来ないエリアが存在する。そこで非 GPS 環境下でもレーザーを使用することにより、自己位

置を推定しながら自律飛行が可能であり、立体的な線量評価が可能なマルチコプター（RISER）の導入に向

けて、１Ｆ構内で適用性試験を行った。 

 

2. 適用性試験方法 

適用性試験項目と試験内容、試験場所については下表の通り。 

 

 

 

3. 試験結果 

適用性試験の結果、「放射線計測」において留意しなければならない事項があるものの、フライトプラン

等の対策により実運用可能であることを確認した。今後、原子炉建屋やタービン建屋地下階等の高線量箇

所において、被ばく低減を目的に有効活用していく予定である。 
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